
昇級・昇段について

平成２２年５月

横浜市柔道協会では、神奈川県柔道連盟の内規に準拠し男女の３級から１級の昇級審査と、

「講道館審議会規則」及び「講道館昇段資格に関する内規」に準拠し男子の初段から参段の昇段

審査を行っています。

受験資格

①横浜市柔道協会を通して全日本柔道連盟に登録している団体に所属しているか、横浜市内に

在住・在勤・在学していて神奈川県で全日本柔道連盟に登録している柔道愛好者。

②当該年度の全日本柔道連盟登録が済んでいる者。ただし、前年度からの継続登録の意志があ

る場合は、所属団体が登録を完了するまでの間の受験を認めます。

講習会・審査会の会場

横浜刑務所斉信館

横浜市港南区港南４丁目 横浜拘置所向い

市営地下鉄「港南中央」下車 徒歩５分、京浜急行「上大岡」下車 徒歩１０分

形講習会について

○時 間 受付９時３０分開始 講習１０時～１２時

○内 容 初段…「投の形」(手技・腰技・足技)

弐段…「投の形」(手技・腰技・足技・真捨身・横捨身技)

参段…「投の形」(手技・腰技・足技・真捨身・横捨身技) 及び

「固の形」(抑込技)

○受講料 初段…2,000円、弐段…2,500円、参段…3,000円

※ 平成２２年５月の審査から女子１～３級合格の条件から「柔の形」受講が削除されました。

※ 平成２２年５月から横浜市柔道協会形講習会で女子も「投の形」の講習ができるようにな

りました。

審査会について

○時 間 受付１２時３０分開始 審査１３時～１６時

○内 容 男女の３～１級、男子の初段～参段

※女子の初段以上は、県柔連の審査会で審査を受けてください。

※参段は９月と３月のみ実施します。

○審査項目 ３～１級

礼法…立礼、座礼

受身…後方受身、側方受身、前受身、前方回転受身

服装、姿勢

実戦試合

初段～参段

実戦試合

○審査料 ３～１級…1,500円、初段…2,000円、弐段…2,500円、参段…3,000円

※初めての受験には県柔連入会費1,500円(初回のみ)と年会費1,000円(毎年最初の

審査で納入)が必要です。



神奈川県柔道連盟の審査会との関係

県柔連で取得した形合格証や試合の勝ち点は横浜市柔道協会の審査でも認められ、試合の勝

ち点は横浜市柔道協会で得たものに加算できます。また、横浜市柔道協会の形合格証や試合の

勝ち点は県柔連の審査でも認められます。

ただし、他地区柔道協会（川崎市、横須賀地区、湘南地区）との併用はできません。

昇段手続きについて

試合の勝ち点は県柔連と併用できますが、昇段手続きは試合で合格した連盟・協会で行うこ

とになっていますので、横浜市柔道協会の審査会で合格印を得た者だけが横浜市柔道協会で手

続きを行うことができます。

形・試合ともに審査に合格し、講道館への昇段手続きを行う時には、次のものを審査会場に

持参し、手続きを行ってください。

初段の場合

①審査用紙

（本籍、郵便番号・住所、生年月日等の記入と、所属団体教師の捺印を忘れずに）

②形の合格証（手技・腰技・足技の合格印がある名刺大のカード）

③当該年度の全日本柔道連盟登録証

（グリーンのカード…手元にない者は所属団体の責任者に確認して、預かってくること）

④昇段手続き料 ２２,５００円（講道館への登録費、審査料、額縁代など）

⑤印鑑（自分の名字の印鑑…講道館入門願に捺印するため）

※①～⑤が全て揃っていないと手続きはできません。

弐段・参段の場合

上記の①～④が必要です。

②形の合格証はそれぞれの段に必要な形を受講し合格印を受けたものを提示してください。。

④昇段手続き料は、弐段は１９,８００円、参段は２３,５００円です。

段位証書の受領について

昇段手続き後４ヶ月位で講道館から段位証書が届きます。段位証書が届きましたらハガキで

通知をしますので、指定された期日に審査会場で受領してください。受領は代理人でも構いま

せん。

昇段手続き後６ヶ月を過ぎても通知がない場合には次に問い合わせをしてください。

横浜市柔道協会 ℡０４５－８９３－６１４９（会長 友岡和昭）


